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第1章 序 論   

本マニュアルは、原子力施設周辺の環境γ線量モニタリングの一環として実施される固   

定地点での積算線量の計測に蛍光ガラス線量計測装置を使用する場合のモニタリング方法   

について定めたものである。  

原子力安全委貞会の「環境放射線モニタリングに関する指針」（平成13年3月一部改訂）   

では、その基本的目標を  

①周辺住民等の線量を推定、評価すること、  

②環境における放射性物質の蓄積状況を把握すること、  

③原子力施設からの予期しない放射性物質または放射線の放出による周辺環境への影  

響の評価に資すること、  

④異常事態発生の通報があった場合に、平常時のモニタリングを強化するとともに、  

緊急時モニタリングの準備を開始できるように体制を整えること、   

の4項目に置き、線量については空気吸収線量を測定評価することとし、 

には熱ルミネセンス線量計（TLD）、蛍光ガラス線量計および直続式の電子式積算線量計を   

使用することを推奨している。  

近年、蛍光ガラス線量計測装置はその性能が大幅に向上し、低線量域における高精度の   

測定が可能となり、また素子間のばらつきが少なくフェーディングも無視できるほど小さ   

い等の利点があることから、環境放射線モニタリングヘの適用条件が整ってきた。  

これら情勢を受けて、JISZ4314－1995「蛍光ガラス線量計測装置」（以下「JIS」とい   

う。）も個人モニタリング用、作業環境モニタリング用ならびに環境線量モニタリング用と   

して改訂された。  

本マニュアルは、上記指針に基づいて地方公共団体および原子力事業者等が行っている   

積算線量測定に蛍光ガラス線量計を使用する場合について、モニタリング方法の斉一化に   

資することを目的としてまとめたものである。  
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第2車 用語の説明  

（1）ラジオホトルミネセンス  

放射線の照射を受けた物質の、紫外線励起による発光現象。   

（2）環境γ線  

地中、地表面、建造物、大気中等に含まれる放射性物質によるγ線とそれらの散乱  

線、施設から放出される放射性物質からのγ線と散乱線および施設からのγ線と散乱  

線。本マニュアルでは、主たる測定対象エネルギー範囲を50keVから3MeVとする。   

（3）蛍光ガラス素子  

ラジオホトルミネセンスの性質を持つ特殊ガラスをプレート状、ロッド状等に形成  

したもの、またはこれらを金属製の支持体に組み込んだもの（以下「素子」という。）。   

（4）カプセル  

素子を入れる容器。   

（5）蛍光ガラス線量計  

素子をカプセル内に収納したもの（以下「線量計」という。）。  

（6）リーダ  

素子を紫外線によって励起し、ラジオホトルミネセンスの光量を計測し、空気吸収  

線量を指示する装置。   

（7）蛍光ガラス線量計測装置  

線量計およびリーダからなる装置（以下「計測装置」という。）。  

（8）対照用線量計  

モニタリング期間中、比較のため鉛容器内に収納しておく線量計をいう。モニタリ  

ング期間中の自己照射、宇宙線等による線量を確認することを目的とするものである。   

（9）モニタリングバッチ  

ー連のモニタリングサイクルで、照射ならびに読み取り履歴を1つのグループとし  

て扱う感度（校正定数）のそろった線量計。   

（10）内部素子  

リーダの校正のため、リーダに内蔵された素子。   

（11）指示値  

リーダの線量指示部が指示した倦で、空気吸収線量徳。  
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（12）増量値（Ⅰ）  

照射（またはモニタリング）後の線量計の指示値（Ia）から、照射（またはモニタリン  

グ）前の指示値（Ib）を差し引いた債で次の式による。  

Ⅰ＝Ia－Ib   

（13）リーダ校正定数  

標準照射した線量計により値付けされた内部素子を用いて、リーダの指示値を補正  

するための定数。   

（14）ビルドアップ  

放射線に照射された素子のラジオホトルミネセンスの光量が、時間の経過とともに  

増加して安定化すること。   

（15）経時変化  

放射線に照射された素子のラジオホトルミネセンス量、すなわち線量指示値が時間  

の経過とともに変化すること。線量計の場合にはラジオホトルミネセンスのビルドア  

ップ時間がかなり長く、経時変化は線量計の保管温度に依存する。   

（16）再生処理  

素子が記憶しているラジオホトルミネセンス成分を除去し、放射線照射（またはモ  

ニタリング）以前の状態に戻すために行う加熱繰作。   

（17）熱処理  

放射線に照射された素子のラジオホトルミネセンスの光量を短時間にビルドアップ  

させるために行う加熱操作。   

（18）プレドーズ  

再生処理直後の線量計の指示値であり、ガラス固有の蛍光成分として425nmにピ  

ークを持っ減衰の遅いもの。   

（19）フェーディング  

放射線に照射された素子のラジオホトルミネセンスの光量が、時間の経過とともに  

減少すること。   

（20）自己照射  

線量計に含まれる放射性物質により素子が受ける照射。   

（21）モニタリング地点  

環境γ線をモニタリングするため、線量計を配置する場所。  
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（22）直線性  

線量値と測定器指示値との間の比例性、または線量條に対するレスポンス（または  

校正定数）の一定性をいう。   

（23）エネルギー特性  

放射線計測器のレスポンスまたは校正定数が放射線のエネルギーに依存する性質を  

いう。   

（24）方向特性  

放射線計測器のレスポンスまたは校正定数が放射線の検出器に対する入射方向に依  

存する性質をいう。   

（25）校 正  

標準γ線済または標準の測定器を用いて定められた基準の値とモニタ等計測器の  

指示倦との関係を求めること。   

（26）標準照射  

計測装置の校正、線量計のばらつきの確認等のため、標準γ線源等により線量計に  

一定線量を照射すること。   

（27）変動係数（C）  

n偶の測定値（Ⅹi）の標準偏差の推定値（Sユー1〉の、平均値（‰）に対する比で次の式に  

よる。  

1  c＝＿＿  
Ⅹ乱    X嵐  

（28）指示誤差（E）  

線量計の増量値（Ⅰ）から基準とする空気吸収線量催（D）を差し引いた値の、基準とす  

る空気吸収線量に対する百分率で、次の式による。  

E（％）＝ xlOO  
D   

（29）レスポンス（R）  

線量計の増量値（Ⅰ）を、基準とする空気吸収線量（D〉で除した債で次の式による。  

I  

R＝－  
D  
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（30）精 度  

計測器の表す値または測定結果の正確さと精密さを含めた総合的なよさ。   

（31）ばらつき  

測定値の大きさがそろっていないこと。またふぞろいの程度。   

（32）再現性  

同一の方法で同一の測定対象を測定者、計測装置、線量計の読み取り場所、読み  

取り時期のすべて、またはいずれかが異なった条件で測定した場合、個々の測定値が  

一致する性質または度合。  
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第3章 環境モニタリング用蛍光ガラス線量計   

環境γ線のモニタリングに使用される線量計がさらされる環境条件は次のようなもので   

ある。   

（1）環境γ線のエネルギーは数十keVから数MeVの範囲にわたるが、線量値への寄与  

は3MeV以下が大部分である。   

（2）線量計をモニタリング地点に3ケ月程度配置した場合の線量値は、地域および場所  

により異なるが、おおむね100～400〃Gy程度である。  

（3）線量計は温度変化（－20～40℃）および大きな湿度変化のきびしい条件のもとおかれ  

る。  

環境モニタリング用の線量計については、上記の条件を考慮して次の特性に注意しなけ   

ればならない。   

（i）線量計間の感度ばらつき   

（並）経時変化（ビルドアップおよびフェーディング）  

（揖）線量直線性   

（毎）エネルギー特性   

（Ⅴ）方向特性  

これらの特性のうち、特に線量計間の感度ばらつき、経時変化は重要である。また、線  

量計の自己照射線量の小さいこと、繰り返し使用により線量計のレスポンスに変化をきた   

さないこと、リーダの安定性は短期、長期のいずれに対しても優れていることも必要であ   

る。このため、JISにおいても、13項目について基準が定められている。   

現在、環境γ線のモニタリング用として市販されている計測装置はこれらの規格基準を  

十分に満たしている。  

これらの特性がモニタリングの測定値に及ぼす影響を知るためには、実験室における試  

験データのみならず、種々の環境条件のフィールド試験データ等もまた重要である。この  

ため、それら諸特性についての試験データを解説2に、これらを環境で使用した場合の適   

用例を付録2に記述した。  

現在、環境γ線モニタリング用の線量計については、次のようなことがいえる。  

（1）新規に購入した線量計は、全数について約200〃Gyの標準照射を行い、線量計の  

健全性を確認する。  
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（2）環境モニタリングにおける同一バッチの線量計間の感度ばらつきは、JISによれ   

ば、200〃Gy程度の積算線量値を照射し、変動係数で表して、n（線量計個数）＝10個   

で0．045以下であることが要求されている。  

（3）日常の環境γ線モニタリングではエネルギー特性、方向特性についての補正は行わ  

なくてもよい。   

（4）モニタリングには相当個数の線量計を配置するが、それらに共通した校正定数を適  

用することが一般的である。   

（5）線量計の配置方向は地表に対し任意でよい（付録2、6－2項参照）。しかしながら、  

特別な理由がなければ線量計は地表に対して水平方向＊に配置することが望ましい。  

＊：第3．1図に線量計の配置方向（例）を示す。  

線量計  

収納容器  

” 線量計収納箱  

第3．1図 線量計の配置方向（例）  
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第4章 線量計の配置  

4．1 モニタリング地点  

原子力施設等周辺の人の住んでいるところでの線量を測定することが、線量計による環   

境γ線モニタリングの大きな目的のひとつであるので、   

（1）施設周辺の集落には、施設を中心としてできるだけまんべんなくモニタリング地点  

を設けること。   

（2）測定値が、周囲の代表的な値になるよう、地質上の条件を考慮してモニタリング地  

点を選ぶこと。モニタリング地点は、その周囲に建物や道路などの工作物からの影響  

が少なく、環境条件が将来にわたって大きく変わらないような場所であること。   

等に留意して、モニタリング地点および酉己置場所を選定すべきである。  

4．2 収納箱   

（1）通常の環境条件で密閉式の収納箱では、夏期には45℃程度冬期には－20℃程度の  

温度変化が予想される。通風性をよくしたり、断熱材を収納箱の内側に張る等の工夫  

が必要である。   

（2）特別の目的がないかぎり、収納箱はγ線に対するしやへい効果の少ない材料で製作  

しなければならない。付・写真2．1にその一例を示す。   

（3）収納箱の地上高は、1．0～1．5mの範囲内で一定にすることが望ましい。  

4．3 線量計   

（1）線量計は、1モニタリング地点に3個以上、リーダ校正用線量計は10個以上用い  

ることが望ましい。  

3個の場合、全所要個数は、モニタリング地点数をN、予備線量計数をAとする  

と  

所要線量計数≧（3×NX2＊）＋10十A  （＊交換用）  

となる。   

（2〉 モニタリング用線量計とり】ダ校正用の標準照射した線量計は、レスポンスが類似  

したものをモニタリングバッチとして選択し、照射ならびに読み取りの履歴がほぼ同  

…となるように配慮する。  
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（3）モニタリングバッチの中からモニタリング用線量計と対照用線量計を選ぶ。  

4．4 収納方法   

（1）環境γ線の場で、かつ上記のような収納条件では、線量計は有意な方向特性を示さ  

ないが、特に理由がなければ線量計の収納箱内での配置方向は、地表に対し水平とす  

る。また素子同士が互いにしやへい物とならないように、ある程度の間隔をあけて配  

置した方がよい（付録2、6－2参照）。   

（2）線量計は防塵性・防湿性を考慮した材質の袋等に入れ、モニタリング地点、モニタ  

リング期間を明示しておき、交換時に役にたっようにする。   

（3）上記（1）、（2）項のモニタリング条件は、斉一化することが望ましい。  

4．5 運 搬  

モニタリング前の読み取りから配置まで、およびモニタリング彼の回収から読み取りま   

でに線量計の受ける線量は、モニタリング期間中の線量に上のせになる。これらの線量が   

モニタリング期間中の線量に対し無視できるよう、配置・回収時間を短縮したり、運搬容   

器をしやへいしたりすることが望ましい。  

4．6 モニタリング期間  

モニタリング期間は、4月～6月、7月～9月、10月～12月、1月～3月の各3ケ月   

を原則とする。  

4．7 対照用線量計  

素子の自己照射や宇宙線による線量への寄与、線量の読み取りや校正方式に対する変化   

を調べる目的で対照用線量計による測定を併用することが望ましい。  

対照用線量計は、モニタリングに使用する線量計と同じモニタリングバッチの中から 6   

個～10個を選び、モニタリング期間中、一定点に置かれた厚さ5cmの鉛しやへい体の中   

に配置する。一定点としては、モニタリング地点の中から1ケ所、あるいはそれと線量レ   

ベルが類似した場所1ケ所を選ぶ。  
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第5章 測 定  

5．1 前処理  

線量計の素子は、汚れや傷などを付けないよう日常の取扱いには注意する。多少の汚れ（指   

紋、ほこり等）は読み取りへの影響は少ないが、年1回程度の定期的な洗浄を行う。  

特に再生処理前の素子に、再生処理によって焼き付くような物質（金属片等）が付着して   

いる場合や、線量計が高温多湿状態に長期間さらされて素子表面が無色透明の状態から少   

しでも白い濁りが認められた場合は、指定された方法に従って洗浄を行う。このように白   

濁の状態になると、測定値が高くまたは低くなる影響が現れる。  

5．2 再生処理  

線量計を環境γ線モニタリングに用いる際には、再生処理を毎回行い、素子に蓄積され   

た線量情報を消去してから使用する。処理の手順を以下に示す。  

（∋再生処理する素子をカプセルから取り出す。  

②素子を再生処理容器に挿入する。  

③その容器を再生処理用のオープンにセットする。  

④以下の条件で加熱操作を行う。  

昇温速度：100℃／h～800℃／b  

保持温度：400℃±15℃  

保持時間：1時間  

降温速度：20℃／b～400℃／b  

⑤素子の破損を防ぐため、オーブン内温度が100℃以下になってから素子を取り出す。  

⑥素子を室温にて1時間以上冷却させた後、カプセルに戻す。  

5．3 測定方法  

5．3．1 線量計  

測定における取扱い手順を以下に示す。  

（1）モニタリング前の指示偲の読み取り  

リーダで指示値を読み取る。読み取りの前にリーダ校正時と同様の条件で素子に熱  

処理を施す。  
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再生処理後のプレドーズが異常に高い値を示す線量計は素子を洗浄し、再度再生処  

理を行い、プレドーズを確認する。   

（2）配置  

線量計を各モニタリング地点に配置する。   

（3）回収・熱処理  

線量計回収後は、リーダ校正時（6．2．1項参照）と同様の条件で素子に熱処理を施  

す。  

熱処理条件：線量計を70℃±5℃の温度で1時間加熱後、室温で30分以上冷却す  

る。（付録1照射時温度と熱処理条件に関する特性試験参照）  

（4）モニタリング後の指示値の読み取り  

指示値をリーダにより読み取る。   

（5）増量値算出  

モニタリング前後の指示僅から増量値を求める。   

5．3．2 リーダ   

（1）装置のウオーミングアップ  

リーダ使用時には、読み取り前に十分なウオーミングアップの時間をおく。   

（2）リーダ内部素子の校正  

標準照射した線量計によるリーダ内部素子の校正はモニタリングの■都度行うのが望  

ましいが、少なくとも年1回以上行わなければならない。   

（3）リーダの校正  

内部素子によるリーダの校正は、測定の都度（一連の照射単位毎に）行わなければな  

らない。   

（4）定期点検  

リーダの定期点検は、少なくとも年1回以上行うことが望ましい。   

5．3．3 補正  

線量計は、日常のモニタリングではリーダおよび線量計の校正が確実に行われてい  

れば、特別な補正は必要ない。  
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第6章 校 正  

6．1 概説  

計測装置を使用する前には、正確な測定値を得るため「校正」を行う必要がある。  

校正には、「リーダの校正」と「線量計の校正」の2つがある。  

6．2 リーダの校正  

リーダの校正には、「標準照射した線量計による内部素子の校正」と「日常使用時の内部   

素子によるリーダの校正」の2種類がある。  

6．2．1 標準照射した線量計による内部素子の校正  

線量測定値のトレーサビリティを確保するため、標準照射した線量計を用いて、リ  

ーダに内蔵されている内部素子の線量値の値付けを行う。この操作は、リーダを初め  

て使用する前および年1回以上の、定期点検時に行わなければならない。  

（1）線量計の標準照射  

イ）標準照射  

線量計の標準照射は、照射線量標準とのトレーサビリティが明確な照射線量測定  

暑引こよって照射線量（率）が測定されたγ線照射装置もしくは標準γ線源を用いてJIS  

Z4511「照射線量測定器及び線量等量測定器の校正方法」＊を参考に行う。  

γ線源としては、137Csまたは60Coを用いる。標準照射には、毎回同一の線源  

もしくは同一核種の線源を用いなければならない。  

ロ）指示値読み取り前の素子の熱処理  

読み取り前に、素子に熱処理を行うと、放射線に照射された素子のラジオホト  

ルミネセンスの光量を短時間でビルドアップさせるため、経時変化に伴う測定値  

への影響を少なくすることができる。  

熱処理は、標準照射後に、所定の恒温槽を用い、設定温度70℃±5℃の雰囲気に  

おいて、線量計を約1時間（およそ±5分以内）の熱処理を施す。素子は、カプセル  

から出さずに線量計のままセットしてよい。  

日常のモニタリングに用いる線量計についても、必ず同一条件で読み取り前の  

＊：最新版を使用することが望ましい。本マニュアル制定時の最新版は1999年版である。  
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熱処理を行う。  

熱処理終了後は、必ず十分室温に戻しておく（およそ30分以上室温にて放置）こ  

と。なお、線量計保管場所および読み取り場所におけるγ線量率は、0．1〃Gy／h  

以下でなければならない。  

ハ）内部素子の線量値の備付け  

標準照射した線量計を用い、標準照射線量値によりリーダ内部素子の線量値の値  

付けを行う。   

6．2．2 内部素子によるリーダの校正  

日常の測定においては、リーダの周囲温度等の影響により、指示値に多少の誤差を  

生じる場合があるので、読み取り前にはリーダの校正定数を求めておかなければなら  

ない。リーダの校正定数は、内部素子によるリーダの校正操作を行うことによって自  

動的に設定することができる。  

本操作は、測定の都度（一連の照射単位毎に）行わなければならない。  

6．3 線量計の校正  

線量計の校正は、以下のとおり行う。   

モニタリングに使用している線量計の素子と同一ロットの素子10個に、約200〃Gyの  

γ線の標準照射を実施する。リーダ校正時と同様の読み取り方法により測定を行い、線量   

計の校正定数を次式により決定する。  

K＝C／I   

i‥10個の線量計の増量値の平均値  

10   

i＝∑Ii／10  
1＝1  

Ii：i番目の線量計の増量値（i＝1，2…10）  

C：標準照射線量値  

K：線量計の校正定数  

線量計の校正は、3ケ月毎および各読み取りの前に行うことが望ましい。   

なお、使用している線量計のロットに対して指定された補正係数がある場合には、その   

値をリーダに読み込むことにより感度補正を行っても差し支えない。  
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第7章 モニタリングデータの記録と評価  

7．1 モニタリングデータの記録方式  

モニタリングデータを記録する際には、測定条件とそのデータの精度や信頼性に関する   

情報を含めた一定の書式に記入することが望ましい。記入書式の一例を第7．1表に示す。  

共通項目については以下の欄を設ける。  

a）モニタリング区域  

b）線量計の型名  

c）リーダの型名  

d）リーダの校正定数  

e）測定日  

の 測定者  

個別のデータ項目に対しては、以下のような欄を設ける。  

① モニタリング地点  

② 線量計番号  

③ モニタリング期間（日数）  

④ モニタリング前指示値  

⑤ モニタリング後指示値  

⑥ 増量値  

⑦ 線量計校正定数  

⑧ 平均値  

⑨ 積算線量値  

⑩ 備考  

7．2 モニタリング結果の評価  

あるモニタリング地点の、あるモニタリング期間中の積算線量を評価し、この積算線量  

が有意な増減を示しているかどうかを判断するため、測定から評価までの手順を以下に示   

す。  
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（1）ある期間、ある地点の測定値（通常3個以上の各増量値）のうち、明らかに異常値＊  

と思われる数値があれば、以後の計算処理のための数値群から除く。   

（2）異常値を除いた数値群から、各増量値の平均値を求め、この値を「積算線量値」  

とする。   

（3）このようにして求めた積算線量値を、そのモニタリング地点のバックグラウンド  

線量値（その他の基準となる線量値等）と比較し、線量値の増減を判断する。  

‥異常値は、測定の都度、各モニタリング地点の過去の測定データおよび他のモニタ   

リング地点のデータ等を考慮し判断する。  
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第7．1表 環境γ線量モニタリング結果（蛍光ガラス線量計用）の例  

a モニタリング区域  b 線量計の型名  c リーダの型名 No．  

d リーダの校正定数  e 測 定 日  年  月  日  f 測 定 者  

No．  ②   ③  ④  ⑤   ⑥   ⑦   ⑧   ⑨   ⑳  

モ‾タリ   モ‾タ】    【             モニタリ  

ング期間  
増土値  線主計  

ング地点   号  
（日数）   示値  校正定 数  平均値  積算線量値 （〟Gy／91d）  備 考        ⑤－④  

月日  
～  

月日  

（）  

月日  
～  

月日  

（）  

月日  
～  

月日  

（）  

月日  
～  

月日  

（）  

月日  
′■、■一  

月日  

（）  

月日  
～  

月日  

（）  

月日  
′－、■＿′  

・月日  

（）  

月日  
～  

月日  

（）  

月日  
～  

月日  

（）  

月日  
～  

月日  

（）  

月日  
～  

月日  

（）  

（注）共通項目で別紙があるときは文書名を記入する   

備考は記号をつけて欄外に記入する  
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解説1蛍光ガラス線量計による環境γ線量測定における一般的事項  

1．1蛍光ガラス線量計計測装置の原理・特徴  

銀イオンを含有するある種の燐酸ガラス（銀活性リン酸ガラス）に、放射線を照射し、  

その後紫外線で刺激すると蛍光を発する。この現象はラジオホトルミネセンス（RPL）と  

呼ばれ、蛍光量が放射線量に比例することから、線量計に応用されている（解第1．1図）。   

電離放射線がガラス素子に照射されると、電子および正孔の対が作られる。この電子は  

ガラス構造中のAg＋に捕獲されてAgOが生ずる。一方正孔はいったんPO4四面体に捕ら  

えられるが、時間の経過にともないAg＋へ移行し、ついでより安定なAg＋＋が形成される  

（解第1．2図）。  

Ag＋・e亡AgO（電子書棚   ガラス網目構造中  
旬十十hPO4；毎十十（好個光中心  

銀活性燐酸塩ガラス  

芸己ト∈脂RPL  

解第1．1図 ガラス素子の蛍光中心  解第1．2 ガラス線量計の測定原理   

これらのAgOおよびAg＋＋が、共にガラス中の蛍光中心となることがESR等により確  

認されている。ガラス中では蛍光中心は極めて安定であり、これが線量計のフェーディン  

グ特性のよい理由となっている。  

l．O  

n8   

相 0．6  

対  
0．4  

0．2  

0  

2〔X）  300  珊  ∝0  
波長（n m）  

6α）  700  

解第1．3図 照射ガラス素子の蛍光（RPL）スペクトル  
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蛍光中心は320nmの紫外線で励起すると606nm近辺に ピークを持つRPLを効率よ  

く発生する。未照射のガラス素子でも320nmの紫外線照射により、425nmにピークを持  

つガラス固有の蛍光（プレドーズ）を発生する（解第1．3図）。   

蛍光中心Ag十十が生成する過程はかなり緩慢である。このビルドアップ過程の速度は、  

ガラスの組成Ag量等に依存する。   

解第1．4図に線量計（SC－1〉 の保存温度（－10℃～100℃）と相対蛍光強度との関係  

を経時変化特性（7 日間）として示す。この図から、ガラス素子の保存温度による蛍光中   

心のビルドアップとフェーディング過程がわかる。   

保存温度が高いほど蛍光中心のビルドアップが速く、蛍光強度も大きい。例えば  

100℃の場合、約0．5時間で蛍光強度が飽和値に達しており、また、10時間を経過した頃  

からフェーディングが見られるようになる。70℃以下の保存温度では、フェーディングは   

見られない。  

蛍光強度の飽和値は、保存温度によって数％の差がある。  

●－10℃  

020℃  
040℃  
■50℃  

□70℃  
◆100℃  

1  10  100  

経過時間払）  

解第1．4図 蛍光ガラス線量計の保存温度による経略変化特性  

－18－   



ガラスは成分や寸法の均一性を高くすることが可能であり、素子の感度の不均一性を小   

さくすることができる。プレドーズはロット毎に多少変動する。近年、連続パルス発振の   

できる窒素ガスレーザーを紫外励起源とした新しいリーダが開発されたことにより、プレ   

ドーズを極めて小さくすることが可能となった。また、線量計の読み取りにおけるカプセ   

ル開閉操作の自動化が進み、装置の制御およびデータ処理はマイクロコンピュータで行う   

とともに、外部コンピュータへの接続も可能である等の進展により、性能ならびに操作性   

が極めて向上した。  

エネノレ←  
手前賞用フィノしター  

板l£ね  

エネル早－  
補償用フィルター  

解第1．5図 蛍光ガラス線量計SC－1の構造  

解第1．1表 蛍光ガラス線量計SC－1の仕様  

項   目   仕  様   

測定線種   γ・Ⅹ線   32keV～3MeV   

測定線量範囲   20JJGy ～  loGyyy 

エネルギー特性   32keV～1．25MeV   ±20％以内   

フェーディング   3ケ月間1％以下   

材質重量組成比（％）   
Na：11．0、Al：6．1、P：31．5、  

0：51．2、Ag：0．17   

寸  法   
カプセル：30mmX40mmX9mm  
ガラス素子：16mmX16mmXl．5mm   

重  量   約15g   
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現在市販されている線量計SC－1の構造を解第1．5図に示す。ガラス素子は、エネル  

ギー補償用フィルターを組み込んだプラスチックケース（カプセル）に収納されている。  

素子の識別にバイナリーコード（20ビット）を、線量計にはバーコード（8桁）が用いら   

れている。また、SC－1の仕様を解第1．1表に示す。  

1．2 環境モニタリングへの適用モード   

線量計を用いた環境モニタリングの方式には様々なモードが考えられる。   

（1）1バッチを2グループとし、3ケ月毎交互にモニタリングに配置する。   

（2）1バッチを3グループとし、2グループを3ケ月毎交互にモニタリングに配置  

し、1グループを1年毎にモニタリングに配置する。  

（3）その他の組合せ。   

本マニュアルでは、（1）の方式による場合について記述している。  

1．3 検出限界  

モニタリング前線量およびモニタリング複線量の、標準偏差は、読み取り時の繰り返しレ   

ーザパルス数によって変化する。一般に、読み取り値が小さいほどレーザパルス数により   

影響する。線量計は、ガラス素子中のRPL（蛍光）中心が読み取り操作によって消滅する  

ことがないため、線量値を蓄積させながら継続して使用可能である。反面、保存期間も線   

量の積算が進みモニタリング前線量が大きくなる。モニタリング前線量と検出限界値との   

関係について、Piescbらの検討結果を以下に記述する。  

標準偏差の計算式：  

s2（H－Ho）＝S2（H）＋s2（Ho）＋s2（Hc）×（H2＋Ho2）／Hc2  

ただし  

モニタリング前線量および偏差  ：Ho±s （Ho）  

キニタリング後線量および偏差  ：H±s（H）  

校正線量および偏差 ：H。±s （H。）  

検出限界値を2・S（H－Ho）とした場合の線量と限界値の関係を解第1．6図に示す。  

通常使用時におけるモニタリング前線量約20〃Gy～30〃Gyであり、このときの検出限  

界線量は、レーザパルス数が20および100の場合、それぞれ22J上Gy、10〃Gyである。  
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解第1．6図 蛍光ガラス線量計の検出限界  
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解説2 蛍光ガラス線量計の基本的特性データ   

線量計を環境モニタリングに適用するために確認すべき諸特性試験を、実施した。その  

試験結果について主なものを以下に記述する。使用した線量計は、A社製のSC－1型、  

リーダはFGD－20型である。  

2．1線畢計間の感度ばらつき   

同一ロットの線量計10個×4群を137Cs－γ線により、100FLGy、500〃Gy、1mGyお  

よび5mGyの線量照射時の線量計間の感度ばらつきを解第2・1図に示す。線量計サンプ  

ル：40、読み取り時のレーザーパルス数：100の場合は、読み取り指示値の変動係数は1％  

以下で、線量計間の感度ばらつきは小さい。ただし、変動係数の値は、サンプル数、レー  

ザーパルス数により異なる。  

線  源：1‥‡7 cs  
線量計個数：40個  
レーサ●－ハ○ルス数：100  
読 取 回 数：10回   

5
 
．
〇
 
・
5
 
 
1
 
 
 
1
 
 
0
 
 
 

（
ざ
）
 
蚕
堕
蔚
似
 
 

●  

●  ●  

0
 
 

平均測定値（〃Gy）  

解第2．1図 線量計間の感度ばらつき  
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2．2 リーダ指示値の再現性  

1個の線量計に137Cs－γ線により10LLGy～500LLGy、さらに1mGy～500mGyを照射  

し、読み取り時のレーザパルス数を10～100として、同一の線量率を10回繰り返し読み   

取った時の平均指示値とその変動係数の関係を解第2．2図（1）に示す。指示値が500〃Gy  

以上で変動係数1％以下、50FLGyで5％以下と高い再現性が得られている。約1mGyまで  

の線量範囲では、変動係数の値は線量値の増加に対してほぼ指数関数的に減少している。   

また、レーザパルス数を多くすることにより変動係数を小さくすることができる。例え  

ば、レーザパルス数を100とすると50〃Gyの低線量の場合においても2％以下である。  
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解第2．2図（1）リーダ指示値の再現性  
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解第2．2図（1）の図中の変動係数は同一の線量計を繰り返し読み取った指示値の標準偏差  

を平均値で除した値（％）である。照射（モニタリング）前の指示値の標準偏差a と、照射  

（モニタリング）後の指示値の標準偏差bから総合標準偏差（府て訂）を求め、この値を  

照射による増量値に対する割合で表し、各増量値について線量計の積算線量値（照射前指   

示値）との関係を示したのが解第2．2図（2）である。図から、測定したい値（増量値）に   

対して10倍以上の積算線量値が存在すると、著しく精度が低下していくことがわかる。   

従って、本マニュアルでは、この値の目安をおよそ1mGyとして、モニタリングに使用す   

る前に再生処理を行うこととしている。  

5
 
 
0
 
 
5
 
 
0
 
 

0
ロ
 
 
8
 
 
7
 
 
7
 
 

増量値   

A B C D E F G  

。
y
 
 

m
 
 

1
 
 

1
2
5
 
 

A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
 

（
ざ
）
 
祁
南
台
珊
壁
掛
壁
由
b
恵
〓
一
撃
嘲
智
 
 

5
 
 
0
 
 
5
 
 

6
 
 
 
6
 
 
5
 
 

0
 
 
5
 
 
0
 
 
5
 
 
（
U
 
 
5
 
 

5
 
 
4
 
 
4
 
 
3
 
 
3
 
 
2
 
 

0
 
 
5
 
 
0
 
 
5
 
 
0
 
 

2
 
 
1
 
 
 
1
 
 

101   102  103  104  105  106  

照射前の積算線量値（〟Gy）  

解第2．2図（2）照射前の積算線量値の測定精度への影響  
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2．3 線量直線性（指示値の比例性）   

線量計10個×2群について、137Cs－γ線で10〃Gy～500［LGy、さらにImGy～500  

mGyの範囲で照射を行い、各線量値に対する指示値の比例性について試験した結果を解  

第2．3図に示す。50〃Gy以上の線量範囲で±3％以内の直線性を有している。  
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解第2．3図 線量直線性（指示値の比例性）  
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2．4 エネルギー特性  

線量計10個×12群について、Ⅹ線（実効エネルギー）24keV～203keVを800FLGy、  

51Cr（320keV）と16N（6．1MeV）を400FLGyおよび137Cs、60Co－γ線を800〃Gy照  

射し、エネルギー特性試験結果を解第2．4図に示す。137Cs－γ線に対するレスポンスを  

基準値とした時、32keV～1．25MeVのエネルギー範囲で±20％以内の特性を有している。  
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解第2．4図 エネルギー特性  
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2．5 方向特性  

線量計5個×9群について、137Cs－γ線およびⅩ線（実効エネルギー80keV）を800〃  

Gy照射し方向特性試験結果を、それぞれ解第2．5図および解第2．6図に示す。正面と  

左右上下各300、600、750、900 の角度範囲で、正面入射方向を基準とした時、137Cs   

の場合±15％以内の特性を有している。  

〆一′600  

そ一一一750  

‾F900  

カプセル及び内部ガラス素子  
に対する入射方向  

900  

（上下方向）   

解第2．5図 方向特性（137cs）  
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（左右方向）  

カプセル及び内部ガラス素子  
に対する入射方向  

解第2．6図 方向特性（80keV X線）  
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2．6 温度に対する安定性  

周辺温度が－30℃、－20℃、－10℃、0℃、20℃および40℃の各環境下で10個×6群  

の線量計に60Co500〃Gyを照射し、各温度毎に読み取り値の相違を調べた。熱処理条件  

は、70℃1時間として測定を行い、試験の結果を解第2．7図に示す。各読み取り値の照   

射時温度依存性は、20℃の指示値を基準としたとき－20℃において6．3％の低下を示した   

が、－10℃～40℃の範囲においては±3．0％以内であった。  

温度特性に関する参考文献を付録3に示す。  

9
 
 
 

0
 
 

0
 
 
 

1
 
 
 

嘲
東
漸
寂
由
 
 

－30  －20  －10  0  10  20  30  40  

照射時温度（Oc）  

解第2．7図 温度に対する安定性  
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2．7 湿度に対する安定性   

環境温度40℃、相対湿度45％に設定した恒温恒湿装置の中に、60Co500〃Gyを照射し  

た線量計を10個入れ、48 時間後に取り出して指示借を読み取り、増量値の平均値を求   

め、次に同一温度で相対湿度90％についても同様の測定を行った。その結果、湿度45％時   

の指示値を基準としたとき、湿度90％時の変化率は2％以下であり、照射時の湿度による   

指示値への影響は認められなかった。  

2．8 光に対する安定性   

60Co300〃Gyを照射した線量計10個について指示値を読み取り、照射前後の指示値か  

ら増量値を求め、次に、カプセルから素子を取り出し 3000ルックスの光を1時間照射   

し、その後カプセルに素子を戻して指示値を読み取り、増量値を求めた。その結果、光を   

照射する前の指示値に対する変化率は－1％～－ 4％の範囲で、光による指示値への影響   

はほとんど問題とならなかった。  

2．9 経時変化特性   

線量計15個×3群に60Co線源により5mGyの照射を行い、周囲温度が0℃、20℃およ  

び40℃の場所でそれぞれ保管した。また、各場所に未照射の線量計を併せて保管し、バッ   

クグラウンド測定用とした。   

これらの線量計について1日（24時間）以降91日間計14点の経過時間毎に増量値を求  

め、照射した線量計の増量値の平均値から、未照射線量計の増量値の平均値（自然放射線   

による増量分）を差し引き、約 3 ケ月間の各時期における平均値（評価値）を求めた。   

20℃における 24時間後の評価値を基準としたときの各経過時における評価値との比を求   

め、経時変化を調べた。これらの結果を解第2．8図に示す。照射後1日以降91日間にお   

ける経時変化は0℃の場合0．90～0．99、20℃の場合1．0～1．05、40℃の場合1．09～1．08で   

あった。  

これらの結果をみると、0℃、20℃の場合は、基準とした24時間後の評価値よりも1～2   

週間後の評価値の方がビルドアップによりやや高い値となり、それ以降は1％～2％低い値   

となった。また、40℃の場合は2％～3％の範囲で高い値を示すが、91日後の値は24時間   

後の値と比較して1％程度低い値となった。いずれの保管温度においても、はっきりした   

フェーディングは認められなかった。  
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2．10 再生処理反復性  

再生処理回数の異なる線量計10個×3群（再生履歴60、40、0回）についてGOCo300   

〃Gy照射を25回繰り返し再生処理反復性試験を行った。再生処理回数毎の平均値に対し、  

各群の初回から5回までの平均値を基準とした結果、±3％以内であり、ほとんど感度等に   

変化は見られなかった。  

なお、製造メーカでは、再生処理の回数限度の目安として40回程度を推奨している。  
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解第2．8図 経時変化特性試験  
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解説3 蛍光ガラス線量計リーダの基本的特性データ   

線量計リーダを環境モニタリングに適用するために確認すべき特性試験を実施した。  

その試験結果について主なものを以下に記述する。  

3．1 電源電圧の変動に対する安定性   

線量計10個を用意し、60Co線源によって300〃Gyを照射する。各線量計を、電源  

電圧を定格電圧に設定したリーダによって読み取り、指示値を求める。続いて、リー   

ダの電源電圧を、定格値の十10％および－10％の電圧に設定して同様の操作を行い、   

それぞれの指示値を求める。  

電圧電源を定格電圧に設定した場合の指示値を基準値とし、電源電圧を変化させた   

場合の指示値から基準値を差し引いた値の、基準値に対する百分率を求める。   

その結果、定格電圧100Vにおける指示値を基準として、電源電圧を90Vおよび110V   

に変化させた場合の指示値の変化率は、－0．9～－2．6％の範囲であった。  

3．2 温度に対する安定性   

線量計1個を用意し、60Co線源によって5mGyを照射し、周囲温度20℃に設定し  

た恒温恒湿槽内で24時間以上放置したリーダを用いて線量計の指示値を求める。続い  

て、リーダの周囲温度を5℃および40℃に保持して、同様の操作を行い、それぞれの   

指示値を求める。  

周囲温度20℃における指示値を基準値とし、周囲温度5℃および40℃におけるそれ   

ぞれの指示値から基準値を差し引いた値の、基準値に対する百分率を求める。  

その結果、20℃における指示値を基準とした場合の5℃および40℃における指示値   

の変化率は、それぞれ＋1．8％と＋0．7％であった。  

3．3 湿度に対する安定性   

線量計1個を用意し、60Co線源によって5mGyを照射し、環境温度40℃相対湿度  

45％に設定した恒温恒湿槽内で24時間以上放置したリーダを用いて、線量計の指示値   

を求める。続いて、リーダを相対湿度80％の環境に保持して、同様の操作を行い、指   

示値を求める。  
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相対湿度45％の場合の指示値を基準値とし、相対湿度80％の場合の指示値から基準  

値を差し引いた値の、基準値に対する百分率を求める。   

その結果、相対湿度4畠％における指示値を基準値とした場合の相対湿度80％におけ  

る指示値の変化率は－1．3％であった。  

3．4 光に対する安定性   

線量計10個を用意し、それらの線量計に60Co線源によって30恥Gyを照射する。  

各線量計の照射後指示値を求め、基準値とする。続いて、光源に水銀灯を用い3000  

ルックスの光をリーダの素子挿入部周辺に垂直に照射した状態で、各線量計の照射後  

指示値を求め、それらの僅から基準値を差し引いた値の、基準値に対する百分率を求  

める。  

その結果、光照射前の指示値を基準とした場合、光照射時における指示値の変化率  

は、－0．7％～十0．2％の範囲であった。  
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解説4 自己照射線量と宇宙線の寄与   

線量計による環境γ線量の測定・評価に重要な自己照射線量と宇宙線補正線量を評   

価するため、湖上および洞窟内において特性試験を実施した。  

4．1 測定原理  

一般に、環境における大地からの放射線による積算線量は、3 ケ月当たり 90I上Gy  

程度の非常に微少な値である。このため、積算線量測定器による線量評価において、  

検出器の自己汚染による検出器固有のバックグラウンド線量を把握し、測定値の補正  

等を検討する必要がある。  

この検出器固有のバックグラウンド線量を求めるためには、通常検出器を厚さ5cm  

の鉛またはこれと同等のしやへい効果を有する鉄等のしやへい体に入れて、大地や家  

屋からの放射線を十分減衰させた状態で測定を行っている。しかしながら、宇宙線の  

高エネルギー成分は厚さ5cm程度の鉛等でしやへいすることができないため、検出器   

固有のバックグラウンド線量の測定値に含まれている。   

環境の空間線量をA（主に大地からの放射線および空気中のラドンとその娘核種に  

よる放射線）、検出器固有のバックグラウンドB、宇宙線による線量をC、しやへい体  

内における宇宙線線量をC■とすると、一般に、検出器固有のバックグラウンドの補正   

は、次式のように行われる。  

（1）  （A＋B＋C）－（B＋Cl）＝A＋（C－C一）  

環境中線量   －‾「‾   しやへい体内線量   

（1）式で（C－Ct）はしやへい体により減衰した宇宙線の軟エネルギー成分からの線  

量である。この値は、Aが極めて小さな場所、すなわち、大きな淡水湖の中央または  

海上において、測定器をしやへいしない場合としやへいした場合とについてそれぞれ   

積算線量を測定し、次式のように両者の差から求める。  

（2）   （B＋C）－（B＋C■）＝（C－Cl）  

しやへ内線量  
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この倍を宇宙線補正線量として評価し、（1〉 式より差し引けばAのみの線量を評価   

することができる。  

堤驚 2 評価試験   

1）線量計の宇宙線補正線量評価試験  

宇宙線補正線量を評価するため、滴沼湖（茨城県茨城町〉の湖上中央く水深乱6m〉   

において1ケ月にわたってボートを係留し、しやへい体外としやへい体内（鉛5cm）   

に線量計を配置して宇宙線線量の評価試験を実施した。  

試験の結果、宇宙線補正線量は5．2声Gy／90dであった。こ掛値は、沌）式のA   

に比較して無視できる倦であることがわかった。また、この倦はでLD（UD一望00S）  

と比較して約20％低い倍である。  

2）線量計の自己照射線量評価試験  

自己照射線量を評価するため、宇宙線成分の寄与を十分無視できる地下洞におい   

て、約さケ月にわたって線量計を配置し、線量計自体の自己照射線量を測定した。   

洞窟内のバックグラウンド成分の影響をなくすため、線量計を10cm厚の鉛しやへ  

い体内に配置した状態で測定を実施した。  

試験の結果、自己照射線量徳は90日換算で2望．8がGy／9（はであった。この倦は   

でLD（UD－200S）と比較すると、約20％低い倍である。  
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付録1 照射時温度と熱処理条件に関する特性試験  

1．試験方法  

線量計15個を一定温度に保持された恒温恒湿槽内に設置し、外部より1椚Cs線源  

によりそれぞれ同一の線量の照射を行う。照射後は、線量計を室温にて一定時間（30  

分）経過後、3個ずつ5群に分け、リーダによる指示値読取り前の熱処理条件を5通  

りとして、各条件下の指示値（増量値）を比較する。設定温度は、－30℃から＋40℃  

までの範囲で6通りとし、それぞれの試験結果を検討する。  

2．試験条件  

線 量計 ：A社製 SC－1  

読取装置   ／／  FGD－20  

照射時温度：－30℃，－20℃，tlO℃，0℃，十20℃，＋40℃  

照射線量：約200′上Gy（Cs－137：1照射62時間）  

読取り条件：  

① 熱処理無し…室温にて24hr保管後に指示値を読み取る。  

（保管温度：15～20℃）  

② 熱処理 70℃：0．5hr  

③ ／／   70℃：1br  

④ ／／  70℃：2br  

⑤ ／／  100℃：0．5hr  

なお、②～⑤熱処理時は、熱処理後に室温にて 30～40分冷却後、指示値を読み  

取る。  

3．試験結果  

照射時温度を十20℃、常温24br保管後における値を基準とした、各温度・各  

条件における特性試験結果および相対感度を付第1．1表に示す。また、照射時  

温度と熱処理の関係を付第1．1図に示す。  
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付第1．1表 照射時温度と熱処理条件に関する特性試験結果  

【上段：蛍光量（〃Gy）、下段：相対感度】   
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付第1．1図 照射時温度と熱処理の関係  



4．考察   

（1）照射時の温度：十20℃においては、読み取り前に素子に熱処理を施した場合は、   

70℃：0．5hrの条件を除き、熱処理を施さない場合（常温‥24hr保管）の指示値と比較し  

て4～8％高い値を示す。   

（2）各熱処理条件における指示借の照射時温度依存性は、常温：24br保管の場合は－10   

～＋8％と顕著であるのに対して、70℃：1br，70℃：2hr及び100℃：0．5hrの3つの   

条件では、それぞれ同一条件下の指示値の照射時温度依存性が小さい。  

（3）照射時の温度が＋40℃の時は、どの条件においても、他の照射時温度よりも高い指  

示値を示す。   

（4）以上の結果から次のことがわかる。  

① 読取り前に素子に熱処理をすることにより、照射時における蛍光量の温度依存性  

を小さくすることができることがわかる。  

② 熱処理温度70℃：0．5brの条件下では、特に照射時の温度が低い場合には常温：  

24hr保管の場合と同様に他の熱処理条件と比較して低く、また指示値の照射時  

温度依存性が大きい。この原因は、熱処理の時間が30分間と短く、ビルドアッ  

プが不十分であることによるものと思われる。これに対して70℃：1hrと70℃：  

2hrおよび100℃：0．5brの3つの条件下においては、いずれも各照射時温度に  

おける感度変化はおよそ±3％以内と安定している。  

③ 熱処理をする場合、100℃の温度雰囲気内では、素子をカプセルから取り出した  

状態で加熱操作を行う。しかし、70℃の温度雰囲気内では、素子をカプセルから  

取り出さずに加熱操作を行うことができる。このように、熱処理操作の簡便さの  

点からも、熱処理条件としては70℃：1hrまたは70℃：2hrが適当であると考  

えられる。  
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付録2 ≡環境モニタリングへの蛍光ガラス線量計の適用例  

1．再生処理とプレド｝ズの測定  

線量計素子の再生処理後のプレドーズ測定データ例を付第2．1表に示す。  

付第2．1表 プレドーズ試験  

レーザパルス数：100  読取回数：10回  

線 量 計 No．   
読 取 値  

（少Gy）   

1731   17．3   

1732   17．5   

1733   17．6   

1734   17．3   

1735   17．5   

1736   17．4   

1737   17，3   

1738   17．2   

1739   17．9   

1740   17．9   

平 均 値   17．5±0．3   
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2．感度特性のばらつき測定  

40個の線量計にそれぞれ同一線量の照射を行い、線量計間の感度ばらつきを試験した   

データ例を付第2．2衰に示す。  

付第2．2表 感度のばらつき試験  

レーザパルス数：100 読み取り回数：10回 線源：137Cs 線量計個数：40個  

空気吸収線量  増 量 値（〟Gy）  変動係数  
n＝40  

（〃Gy）  平 均 値   最 大 値   最 小 値   （％）  

100   99．5±0．9   100．9±1．1   96．9±1．2   0．90   

500   493．9±3．0   502．1±1．8   487．7±1．3   0．61   

999   985．4±6．2   998．5±2．9   969．7±4．1   0．63   

4996   4965．2±38．6   5040．1±9．1   4882．1±7．7   0．78   

3．モニタリングバッチの選定  

製造過程のロット番号が同じ線量計を、上記1～2項の試験により基本性能を確認の上、  

モニタリングに配置する2つのグループと予備晶とを選定する。  

4．蛍光ガラス線量計の配置  

TLDによる従来の積算線量モニタリングでは、3ケ月毎に測定記録している。この方  

式はTLDの感度、精度、フェーディング等の諸特性から妥当と考えられる。線量計も本  

質的にはこれと同じモニタリングサイクルを採用することが望ましい。モニタリングバ  

ッチの中からグループ1とグループ2とを選定する。グループ1の配置とグループ2の  

回収を同時に行い、これを交互に繰り返すことが合理的である。  

なお、線量計の配置、読み取り、再生方式には様々なバリエーションが考えられる（解  
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説1．2参照）。ある1年度内のモニタリングのバリエーション例を付第2．1図に示す。  

配置  回収  配置  回収  

グループ2  

☆：線量計の再生処理・校正を示す。（測定毎）  

付第2．1図 蛍光ガラス線量計によるモニタリングバリエーション  

5．蛍光ガラス線量計の配置方法   

線量計の配置例を付・写真2．1に示す。  

付・写真2．1蛍光ガラス線量計の配置例  
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6．モニタリングの例  

6－1TLDとの比較試験  

8月から11月までの92日間にわたり、日本原子力研究所東海研究所のモニタリングポ   

ストおよびモニタリングステ ーションの中から4地点を選び、線量計をTLD（2機種）   

と並行してフィールド試験を行い、TLDとの相互比較を行った。各地点の配置線量計の   

数は、TLD3個、線量計4個である。対照用線量計としてTLDと線量計を厚さ5cmの鉛   

しやへい体の中に入れ、バックグラウンド線量値を測定した。  

これらの試験結果を付第2．3表に示す。  

付第2．3表 蛍光ガラス線量計とTLDとの比較試験結果  

積算線量評価値（〟Gy）＊  

モニタリング地点  TLD  蛍光ガラス線量計  

UD－200S   UD－804PQ   SC－1   

MS－4   
118．7±7．0   114．4±3．5   113．6±3．6  

（1．04）   （1．01）   （－）   

MS－3   
86．4±5．2   79．4±4．4   79．8±3．7  

（1．08）   （0．99）   （－）   

MP－13   
100．4±5．2   92．5±2．6   93．2±4．3  

（1．08）   （0．99）   （－）   

MS－2   
94．3±3．5   83．8±1．7   88．6±2．8  

（1．06）   （0．95）   （－）   

BG＊＊   52．4±2．6   51．5±1．7   65．5±2．1  

＊：（）内数値は、SC－1の値を基準とした相対感度を示す。   

＊＊：5cm厚鉛しやへい体内におけるバックグラウンド線量値  

－43－   



6－2 蛍光ガラス線量計の配置比較試験  

線量計の配置方法を8通りとし、約3ケ月間モニタリングを行い、積算線量評価値を   

比較した結果を付第2．4表に示す。  

地表に対して水平方向・垂直方向とも、線量計同士を密着した場合には、間隔を5cm   

とした場合よりも評価値が約5％低下する結果が得られたが、配置の方向に相違があって   

も各評価値間に有意差は認められない。また、線量計同士の間隔を1cmとした場合と5cm   

とした場合とを比較すると、ほとんど差異は認められない。  

このことから、線量計の設置する方向の相違による測定値への影響は少なく、更に線   

量計同士1cm程度間隔をあけることにより、各線量計間の吸収等による測定値への影響   

は無視できることがわかる。  

付第2．4表 配置方法の相違によるモニタリング結果の比較  

配置方法  評価値±げ（〃Gy） 変動係数（％）  相対感度  

（∋水平密着  98．7±2．4  C．Ⅴ＝2．4  0．97  

②水平1cm間隔  99．6±1．3  1．3  0．98  

※③水平5cm間隔  101．5±1．2  1．2  

④水平重密着  95．6±3．1  3．2  0．94  

⑤水平重5cm間隔  100．6±1．3  1．3  0．99  

⑥垂直密着  97．4±2．9  3．0  0．96  

⑦垂直1cm間隔  100．0±2．1  2．1  0．99  

（砂垂直3cm間隔  102．0±1．8  1．7  1．00  

※：相対感度は、③による評価値を基準  
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